
石
器
組
成
か
ら
み
た
弥
生
人
の
生
業
行
動
パ
タ

ー

ン

酒

井

龍

一

は
じ
め

に

本
稿
は
、
西
日
本
各
地
に
お
け
る
代
表

的
な
弥
生
時
代
の
集
落
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
石
器
類

(
石
包
丁

・
太
型
蛤
刃
石
斧

・
柱
状
片
刃
石
斧

・
扁
平
片
刃
石
斧
)

に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
数
と
組
成
率
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
初
期
農
耕
社
会

形
成
期
に
お
け
る
生
業
活
動
の
地
域
的
個
性
を
把
握
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

近
畿
地
方
中
央
部
の
様
相

池
上
遺
跡
石
器
類
の
検
討

先
ず
、
標
準
的
な
拠
点
集
落
遺
跡
で
広
範
囲
に
発
掘
が
な
さ
れ
、
か
つ
多
く
の

石
器
類
を
出
土
し
た
遺
跡
を
観
察

・
検
討
し
、
分
析
の
見
通
し
を

つ
け
て
お
く

の

が
合
理
的
で
あ
ろ
う
。

つ
い
て
は
そ
の
条
件
に
み
あ
う
大
阪

・
池
上
遺
跡
と
そ
の

石
器
類
を
と
り
あ
げ
る
。

石
包
丁
と
石
斧
類
の
出
土
数

第
二
阪
和
国
道
と
池
上
小
学
校
用
地
内
の
発

掘
で
、
石
包
丁

一
六
七

一
点

・
石
斧
類
四
二
五
点

(
太
型
蛤
刃
二
四
三
点

・
柱
状

片
刃

一
=
二
点

・
扁
平
片
刃
六
九
点
)
の
計
二
〇
九
六
点
を
数
え
る
。

組
成
率

そ
の
組
成
率
は
、
石
包
丁
七
九

・
七
%
、
石
斧
類
二
〇

・
三
%

(太
型
蛤
刃

=

・
六
%
、
柱
状
片
刃
五

・
四
%
、
扁
平
片
刃
三

・
三
%
)、ま
た

石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は

一
四

・
五
%
と
な
る

(第
3
図

池
上
)
。

資
料
の
数
と
組
成
率
の
関
係

発
掘
に
よ
る
石
器
資
料
が
増
加
す
る
に
伴

っ

て
、
組
成
率
が
ど
の
よ
う
に
変
動
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
例
え
ば
、
池
上
小

学
校
用
地
内

(石
包
丁
と
石
斧
類
の
数
九
七
点
)

・
第
二
阪
和
国
道
内
発
掘
中
間

時
点

(
八
五
三
点
)

・
同
終
了
時
点

(
二

一
六
〇
点
)
と

い
う
桁
数
を
異
に
す
る

三
回
の
集
計
時
に
お
け
る
各
組
成
比
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
そ
の
結
果
、
三
者
と

も
、
石
包
丁
八

一
～
八
三
%
、
石
斧
類

一
七
～

一
九
%

(太
型
蛤
刃
九
～

一
二
%
、

柱
状
片
刃
二
～
五
%
、
扁
平
片
刃
三
～
七
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石

斧

=

～

一
五
%
の
数
値
を
示
し
、
そ
の
偏
差
は
大
き
く
な
い
。
こ
の
現
象
は
、

石
器
数
が
九
七
点
程
度
で
も
そ
れ
を
大
き
く
越
え
て
も
基
本
的
な
組
成
率
に
近
い

数
値
を
示
し
て
い
る
、
と
理
解
で
き
る
。

必
要
最
小
限
の
資
料
数

基
本
的
な
組
成
率
を
把
握
す
る
に
必
要
な
最
少
限
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の
資
料
数
を
こ
こ
で
た
だ
ち
に
提
示
で
き
な
い
と
し
て
も
、
先
の
事
例
や
後
に
紹

介
す
る
各
地
の
事
例
を
考
慮
し
て
、
五
〇
～

一
〇
〇
点
程
度
あ
れ
ば
あ
る
程
度
の

信
頼
性
を
も

っ
て
デ
ー
タ
と
し
て
認
め
う
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
五
〇
点
前
後
に

と
ど
ま
れ
ば
、
同
地
域

・
同
時
代

・
同
性
格
と
推
定
で
き
る
他
遺
跡
の
石
器
類
と

比
較

・
検
討
し
て
信
頼
度
を
高
め
る
作
業
が
必
要
と
な
る
。

出
土
地
点
と
組
成
率
の
関
係

一
遺
跡
内

の
出
土
地
点
の
違
い
が
石
器
類
の

組
成
率
に
重
大
な
差
を
う
み
だ
す
の
か
。
例
え
ば
、
第
二
阪
和
国
道
内
の
1
地
区

(石
包
丁
と
石
斧
類

一
二

一
点
)

・
J
地
区

(三
六
七
点
)

・
K
地
区

(
二
五
九

点
)

・
L
地
区

(
一
〇
四
点
)

・
M
地

区

(
八

一
四
点
)
、
そ
し
て
池
上
小
学
校

内

(九
七
点
)
出
土
の
六
石
器
群
を
比
較

し
て
み
よ
う

(
第
1
図
)。
そ
の
結
果
、

い
ず
れ
も
、
石
包
丁
七
五
～
八
三
%
、

石
斧
類

一
七
～
二
五
%

(太
型
蛤
刃
九
～

一
六
%
、
柱
状
片
刃
四
～
七
%
、
扁
平

片
刃
○
～
四
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す

る
太
型
蛤
刃
石
斧

一
一
～
二

一
%
と
か
な
り
似
た
数
値
を
示
し
、
か

つ
全
体
の
組

之

…

…

…

…

…
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設
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第1図 池上遺跡各地区の石器組

成
率
と
も
共
通
す
る
。
池
上
遺
跡
に
お
い
て
は
、
出
土
地
点
が
違

っ
て
も
そ
の
組

成
率
に
重
大
な
差
は
生
じ
て
い
な
い
。

石
器
類
の
廃
棄
パ
タ
ー
ン

出
土
地
点
が
違

っ
て
も
そ
の
組
成
率
に
重
大
な

差
が
生
じ
な
い
現
象
は
、
後
世
の
遺
跡
削
平
に
よ
る
原
状
変
更
等
を
考
慮
し
て
も
、

集
落
内
に
お
け
る
各
地
点
で
の
石
包
丁
と
石
斧
類

の
廃
棄
パ
タ
ー
ン
が
共
通
し
て

い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
す
な
わ
ち
、
特
定
の
石
器
類
が
特
定
の
集
落
内
部
の
空

間
に
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
は
少
な
く
、

ラ
ン
ダ
ム
で
あ

っ
た
と
判
断
で
き
る
。

資
料
の
質
と
組
成
率
の
関
係

考
古
資
料

の
質
は
、
遺
構
か
ら
出
土
し
所
属

時
代
の
明
確
な
も

の
を

「
良
」
と
し
、
そ
う
で
な
い
も

の
を

「
不
良
」
と
す
る
。

そ
こ
で
、
池
上
遺
跡
を
特
徴
ず
け
る
大
溝
等
か
ら
出
土
し
所
属
時
代
の
明
ら
か
な

石
器
類
四
五
五
点
で
の
組
成
率
と
、
包
含
層
や
そ
の
他
後
世
の
土
層
等
か
ら
の
も

の
も
多
数
含
む
石
器
全
体
で
の
組
成
率
と
比
較
す
る
。
そ
の
結
果
、
前
者
は
、
石

包
丁
七
七

・
四
%
、
石
斧
類
二
二

・
六
%

(
太
型
蛤
刃

一
四

・
九
%
、
柱
状
片
刃

四

・
○
%
、
扁
平
片
刃
三

・
七
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧

一
九

・

三
%
で
、
各
石
器
と
も
後
者
と
共
通
す
る
数
値
を
示
す
。
資
料
の

「
良
」

「
不
良
」

に
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
的
な
組
成
率
を
把
握
す
る
の
に
有
効
と
な
る
。

石
包
丁
と
石
斧
類
の
基
本
的
な
組
成
率

以
上
の
よ
う
な
検
討
を
踏
ま
え
て
、

池
上
遺
跡
に
お
け
る
基
本
的
な
組
成
率
は
次
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
。

(
a
)
石

包
丁
が
八
割

・
石
斧
類
が
二
割
程
度
で
、
石
包
丁
が
圧
倒
的
に
多
い
。

(b
)
石

斧
類

の
な
か
で
は
太
型
蛤
刃
が
過
半
数
で
、
残
り
を
柱
状
と
扁
平
の
片
刃
類
で
分

け
る
。

(
c
)
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は

一
割
五
分
前
後
で
あ
る
。
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時
代
に
よ
る
組
成
率

の
変
化

こ
こ
ま
で
は
時
代
を
無
視
し
て
出
土
石
器
全

体

(第

一
～
四
様
式
)
の
観
察
を
お
こ
な

っ
て
き
た
。
次
い
で
、
時
代
に
よ
る
組

成
率
の
変
化
が
あ
る
の
か
を
観
察
し
て

み
よ
う

(
第
2
図
)
。

弥
生
時
代
前
期

〔∂204E〕6〔 ∋801〔 ヨ∈〕え

iiiiii

… 笏

チュウキ1獲
ノウ!

一一]
第2図 池上遺跡における石器組成
の時代的変化

 

太
型
蛤
刃
斧
が

一
四

・
二
%
高
い
数
値
を
示
す
。

式
)
の
石
器
は

一
=
二
点
あ
り
、
こ
の
数
は
資
料
と
し
て
信
頼
が
お
け
る
。

率
は
、
石
包
丁
六
八

・
一
%
、
石
斧
類

=
二

柱
状
片
刃
○

・
九
%
、
扁
平
片
刃
四

・
四
%
)

斧
三
九

.
○
%
と
な
る
。
全
体
で
の
組
成
率
と
比
べ
て
蛤
刃
石
斧
が

一
四

・
九
%

高
く
、
前
期
と
似
た
現
象
を
示
す
。
中
期
中
頃
～
末

(
第
三
～
四
様
式
)
の
も
の

は
二
九
三
点
あ
り
、
組
成
率
は
、
石
包
丁

七
九

・
九
%
、
石
斧
類

二
〇

・
一
%

(太
型
蛤
刃

一
〇
・
二
%
、
柱
状
片
刃
五

・
八
%
、
扁
平
片
刃
四

・
一
%
)
、
ま
た

石
包
丁
に
対
す
る
太
型
蛤
石
斧

一
二

・
八
%
と
な
り
、
全
体
と
比
べ
片
刃
類
の
率

が
高
く
な
る
と
と
も
に
、
蛤
刃
石
斧
が
数
%
少
な

い
数
値
と
な
る
。
こ
れ
は
、
前

(第

一
様
式
)
の
石
器
は
三

一
点
で
、
資

料
と
し
て
の
信
頼
度
は
高
く
な
い
点
数
に

と
ど
ま
る
。

一
応
の
組
成
率
は
、
石
包
丁

七
四

・
二
%
、
石
斧
類
二
五

・
八
%

(
太

型
蛤
刃
二
五

・
八
%
、
片
刃
石
斧
類
○

%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
太
型
蛤
刃

石
斧
三
四

・
八
%
の
数
値
を
え
る
。
出
土

石
器
全
体
と
比
べ
て
、
片
刃
石
斧
類
が
な
く

続

い
て
、
中
期
初
頭

(
第
二
様

組
成

・
九
%

(
太
型
蛤
刃
二
六

・
五
%
、

、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石

期
お
よ
び
中
期
初
頭
と
は
異
な
る
傾
向
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
あ
わ
す
と
、
弥

生
時
代
前
期
～
中
期
初
頭
に
お
い
て
は
太
型
蛤
刃
石
斧
の
比
率
が
中
期
中
頃
～
末

と
比
較
し
て

一
三
～

一四
%
程
度
高
か
っ
た
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

つ
い
て
は
、
後
で
前
期
単
純

の
兵
庫

・
上
ノ
島
遺
跡
に
て
同
じ
傾
向
が
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
、
そ
の
傍
証
と
す
る
。

単
位
面
積
あ
た
り
の
石
器
数

幅
約
四
〇

m
の
第
二
阪
和
国
道
用
地
内
で
、

北
端
N
Q
地
区
～
南
端
G
H
地
区
の
間
約
四
七
〇

m
、
面
積
に
し
て
約

一
八
八
〇

〇
平
方

m
に
石
包
丁
と
石
斧
類

の
出
土
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
石
包
丁
は

一
五
九

一

点
な
の
で
、
単
位
面
積
あ
た
り
の
出
土
数
は
○

・
〇
八
四
六
点
/
平
方

m
の
数
値

を
え
る
。
同
様
に
、
太
型
蛤
刃
石
斧
二
三
四
点
は
○

・
〇

一
二
四
/
平
方

m
、
柱

状
片
刃
石
斧

一
=

点
は
○

・
○
〇
五
九
点
/
平
方

m
、
そ
し
て
扁
平
片
刃
石
斧

六
三
点
は
○

・
○
〇
三
四
点
/
平
方

m
の
各
数
値
を
え
る
こ
と
に
な
る

(
第
7
図
)。

遺
跡
全
体
で
の
分
布
範
囲

先
に
あ
げ
た
第
二
阪
和
国
道
内
N
Q
地
区
、
同

G
H
地
区
、
そ
し
て
池
上
小
学
校
用
地
内
七
区
に
石
器
類
の
分
布
範
囲
各
端
が
あ

る
。
こ
れ
ら
三
個
所
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
池
上
遺
跡
東
半
部
に
お
け
る
お
お
よ

そ
の
分
布
範
囲
を

つ
か
め
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
、
池
上
遺
跡
を
特
徴
ず
け
る
東
西
三

〇
〇

m
・
南
北
三
五
〇

m
程
度
の

「
環
壕
」
の
外
側

一
〇
〇
～

一
五
〇

m
前
後
に

及
ぶ
と
み
て
よ
い
。
こ
の
状
況
を
遺
跡
西
半
部
に
適
応
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
れ
ば
、

全
体
で
は
東
西
四
〇
〇

m
・
南
北
五
〇
〇

m
程
度
、
面
積
に
し
て

一
五
～

一
六
万

平
方

m
程
度
の
分
布
範
囲
を
想
定
し
う
る
。

遺
跡
全
体
で
の
石
器
総
数

こ
れ
ま
で
石
包
丁
は
○

・
〇
八
四
六
点
/
平
方
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m
の
出
土
が
あ
り
、
推
定
分
布
範
囲
が

一
五
～

一
六
万
平
方

m
な
の
で
、
遺
跡
全

体
で
は
総
数

一
二
六
九
〇
～

一
三
五
三
六
点
程
度

の
出
土
が
概
算
期
待
さ
れ
る
。

同
様
に
、
太
型
蛤
刃
石
斧
○

・
〇

一
二
四
点
/
平
方

m
は
総
数

一
八
六
〇
～

一
九

八
四
点
、
柱
状
片
刃
石
斧
○

・
○
〇
五
九
点
/
平
方

m
は
総
数
八
八
五
～
九
四

一

点
、
そ
し
て
扁
平
片
刃
石
斧
○

・
○
〇
三
四
点
/
平
方

m
は
総
数
五

一
〇
～
五
四

四
点
が
そ
れ
ぞ
れ
概
算
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

(
第
8
図
)
。

畿
内
主
要
遺
跡
石
器
類
の
組
成
率

資
料
と
し
て
信
頼
で
き
る
程
度
の
石
器
数
を
出
土
さ
せ
た
畿
内
地
域
の
七
個
所

の
標
準
規
模
の
拠
点
集
落
遺
跡
を
例
示
し
、
そ
の
石
器
組
成
率
を
先
の
池
上
遺
跡

の
そ
れ
と
比
較
す
る

(
第
3
図
)
。

奈
良

・
唐
古
遺
跡

石
包
丁

=

○
点

・
石
斧
類
二
八
点

(太
型
蛤
刃

一
四

点

・
柱
状
片
刃
五
点

・
扁
平
片
刃
九
点
)
の
計

一
三
八
点
が
出
土
し
、
そ
の
組
成

0 ze ae 60 i%1
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鉦
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第3図 畿内諸遺跡の石器組成

率
は
、
石
包
丁
七
九

・
七
%
、
石
斧
類
二
〇

・
三
%

(太
型
蛤
刃

一
〇

・
一
%
、

柱
状
片
刃
三

・
六
%
、
扁
平
片
刃
六

・
五
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石

斧
は

一
二

・
七
%
と
な
る
。
各
数
値
と
も
池
上
遺
跡
に
お
け
る
基
本
的
な
組
成
率

と
ほ
ぼ

一
致
す
る
。

大
阪

・
亀
井
遺
跡

石
包
丁
二
七
〇
点

・
石
斧
類
七
五
点

(太
型
蛤
刃
五
六

点

・
柱
状
片
刃
九
点

・
扁
平
片
刃

一
〇
点
)
の
計
三
四
五
点
が
出
土
し
、
そ
の
組

成
率
は
、
石
包
丁
七
八

・
三
%
、
石
斧
類
二

一
・
七
%

(太
型
蛤
刃

一
六

・
二
%
、

柱
状
片
刃
二

・
六
%
、
扁
平
片
刃
二

・
九
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石

斧
二
〇

・
七
%
と
な
る
。
蛤
刃
石
斧
の
率
が
数
%
高
い
傾
向
に
あ
る
と
し
て
も
、

池
上
遺
跡

・
唐
古
遺
跡
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
共
通
す
る
。

大
阪

.
鬼
虎
川
遺
跡

石
包
丁

一
九
七
点

・
石
斧
類
八
六
点

(
太
型
蛤
刃
四

五
点

・
柱
状
片
刃
二
二
点

・
扁
平
片
刃

一
九
点
)
の
計
二
八
三
点
が
出
土
し
、
そ

の
組
成
率
は
、
石
包
丁
六
九

・
六
%
、
石
斧
類
三
〇

・
四
%

(
太
型
蛤
刃

一
五

・

九
%
、
柱
状
片
刃
七

・
八
%
、
扁
平
片
刃
六

・
七
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る

蛤
刃
石
斧
二
二

・
八
%
と
な
る
。
石
斧
類
の
率
が

一
〇
%
程
度
高
い
と
し
て
も
、

基
本
的
な
構
成
は
池
上
遺
跡
等
と
ほ
ぼ
共
通
す
る
。

大
阪

・
恩
智
遺
跡

石
包
丁
五
三
点

・
石
斧
類

一
九
点

(
太
型
蛤
刃
九
点

・

柱
状
片
刃
六
点

・
扁
平
片
刃
四
点
)
の
計
七
二
点
で
、
組
成
率
は
、
石
包
丁
七
三

・

六
%
、
石
斧
類
二
六

・
四
%

(
太
型
蛤
刃

一
二

・
五
%
、
柱
状
片
刃
八

・
三
%
、

扁
平
片
刃
五

・
六
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧

一
七

・
○
%
と
な
る
。

石
斧
類
の
率
が
少
し
高

い
と
し
て
も
、
各
数
値
と
も
池
上
遺
跡
等
と
共
通
す
る
。
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兵
庫

.
田
能
遺
跡

石
包
丁
三
三
八
点

・
石
斧
類
七
七
点

(太
型
蛤
刃
五
三

点

.
柱
状
片
刃

一
五
点

・
扁
平
片
刃
九
点

)
の
計
四

一
五
点
を
数
え
、
組
成
率
は
、

石
包
丁
八

一
・
四
%
、
石
斧
類

一
八

・
六
%

(太
型
蛤
刃

一
二

・
八
%
、
柱
状
片

刃
三

.
六
%
、
扁
平
片
刃
二

・
二
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧

一
五

・

七
%
と
な
る
。
各
数
値
と
も
池
上
遺
跡
等
と
共
通
す
る
。

兵
庫

.
勝
部
遺
跡

石
包
丁
二
〇

三
点

・
石
斧
類
五
三
点

(太
型
蛤
刃
三
四

点

.
柱
状
片
刃
八
点

・
扁
平
片
刃

=

点
)
の
計
二
五
六
点
が
出
土
し
、
組
成
率

は
、
石
包
丁
七
九

・
三
%
、
石
斧
類
二
〇

・
七
%

(
太
型
蛤
刃

=
二
・
三
%
、
柱

状
片
刃
三

・
一
%
、
扁
平
片
刃
四

・
三
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧

一
六

.
七
%
と
な
る
。
各
数
値
と
も
池
上
遺
跡
等
と
共
通
す
る
。

大
阪

.
瓜
生
堂
遺
跡

石
包
丁

一
〇
三
点

・
石
斧
類

一
八
点

(
太
型
蛤
刃
四

点

.
柱
状
片
刃
五
点

・
扁
平
片
刃
九
点
)
の
計

一
二

一
点
が
あ
り
、
組
成
率
は
、

石
包
丁
八
五

・
一
%
、
石
斧
類

一
四

・
九
%

(太
型
蛤
刃
三

・
三
%
、
柱
状
片
刃

四

.
一
%
、
扁
平
片
刃
七

・
四
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は
三

・

九
%
と
な
る
。
他
遺
跡
と
比
べ
て
、
太
型
蛤
刃
石
斧
が

一
〇
%
程
度
少
な

い
こ
と

で
特
徴
が
あ
る
。
他
遺
跡

の
平
均
比
率
は

一
六

・
○
%
で
、
こ
れ
に
準
拠
す
る
と

こ
れ
ま
で

一
六
本
程
度
の
出
土
す
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。

近
畿
地
方
中
央
部
に
お
け
る

一
般
部
な
組
成
率

以
上
、
池
上
遺
跡
と
七
個
所
の
代
表

的
な
拠
点
集
落
遺
跡
を
と
り
あ
げ
、

石
器
組
成
率
を
観
察
し
た
結
果
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
把
握
で
き
た
。

そ
の

1
、
瓜
生
堂
遺
跡
を
の
ぞ
く
六
個
所
の
遺
跡
の
組
成
率
は
、
石
包
丁
六
九
～
八

二
%

.
石
斧
類

一
八
～
三

一
%

(太
型
蛤
刃

一
〇
～

一
七
%
、
柱
状
片
刃
二
～
九

%
、
扁
平
片
刃
二
～
七
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は

一
二
～
二
三

%
、
と
い
ず
れ
も
大
差
の
な
い
数
値
を
示
し
、
基
本
的
に
共
通
す
る
石
器
組
成
率

を
も

っ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

2
、
そ
の
平
均
組
成
率
は
、
石
包
丁
七
八

・
八
%
、
石
斧
類
二

一
・
二
%

(
太

型
蛤
刃

一
二

・
六
%
、
柱
状
片
刃
四

・
九
%
、
扁
平
片
刃
三

・
六
%
)
、
ま
た
石

包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は

一
六

・
○
%
と
な
る
。

3
、
各
数
値
は
先
の
池
上
遺
跡
の
組
成
率
、
石
包
丁
七
九

・
七
%
、
石
斧
類

二
〇

.
三
%

(太
型
蛤
刃

=

・
六
%
、
柱
状
片
刃
五

・
四
%
、
扁
平
片
刃
三

・

三
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧

一
四

・
五
%
、
と

い
う
数
値
に
い
ず

れ
も
基
本
的
に
共
通
す
る
。

4
、
以
上
の
観
察
を
踏
ま
え
て
、
近
畿
地
方
中
央
部

の
拠
点
集
落
遺
跡
の

一
般

的
な
石
器
組
成
率
を
、

(
a
)
石
包
丁
が
八
割

・
石
斧
類
が
二
割
程
度
で
、
石
包
丁
が
圧
倒
的
に
多

い
。

(b

)
石
斧
類

の
な
か
で
は
太
型
蛤
刃
が
過
半
数
を
占
め
、
残
り
を
柱
状
と
扁

平

の
片
刃
類
で
分
け
る
。

(
c
)
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は

一
割
六
分
前
後
で
あ
る
。

と
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
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組
成
率
の
時
間
的
な
変
化

長
期
に
わ
た
る
拠
点
集
落
遺
跡
と
は
別
に
時
代
の
限
定
さ
れ
る
事
例
を
あ
げ
、

池
上
遺
跡
で
み
ら
れ
た
変
化
と
相
対
さ
せ
て
お
く
。
た
だ
し
、
有
効
な
遺
跡
は
少

な
く
、
現
時
点
で
二
遺
跡
を
例
示
す
る
に
と
ど
ま
る
。

兵
庫

・
上
ノ
島
遺
跡

弥
生
時
代
前
期

の
単
純
遺
跡
で
、
石
包
丁

=

点

・

石
斧
類
八
点

(
太
型
蛤
刃
六
点

・
柱
状
片
刃

一
点

・
扁
平
片
刃

一
点
)
の
計

一
九

点
が
出
土
し
た
。
信
頼
で
き
る
程
度
の
資
料
数
に
い
た
ら
な
い
が
、
前
期
の
単
純

遺
跡
と
し
て
は
唯

一
の
事
例
で
あ
る
。

一
応
の
組
成
率
は
、
石
包
丁
五
七

・
九
%
、

石
斧
類
四
二

・
一
%

(太
型
蛤
刃
三

一
・
六
%
、
柱
状
片
刃
五

・
三
%

・
扁
平
片

刃
五

・
三
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す

る
蛤
刃
石
斧
は
五
四

・
五
%
と
な
る
。
蛤

刃
石
斧
が
全
体
の
三
割
強
で
、
石
包
丁

の
半
数
強
と
な
る
。
こ
れ
は
、
蛤
刃
が
全

体
の
二
割
五
分
強
、
石
包
丁
の
三
割
五
分
～
四
割
を
し
め
た
池
上
遺
跡
に
お
け
る

前
期
～
中
期
初
頭
と
似
た
傾
向
を
示
す

。

大
阪

・
栄
の
池
遺
跡

中
期
中
頃

～
中
期
末
の
遺
跡
で
、
石
包
丁
八
五
点

・

石
斧
類
三

一
点

(
太
型
蛤
刃

=
二
点

・
柱
状
片
刃

一
〇
点

・
扁
平
片
刃
八
点
)
の

計

=

六
点
が
出
土
し
た
。
組
成
率
は
、
石
包
丁
七
三

・
三
%
、
石
斧
類
二
六

・

七
%

(
太
型
蛤
刃
八

・
六
%
、
扁
平
片

刃
六

・
九
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る

蛤
刃
石
斧
は

一
五

・
三
%
と
な
る
。
前
期
と
比
べ
て
蛤
刃
石
斧
が
少
な
く
全
体
の

一
割
程
度
と
な
り
、
ま
た
石
斧
類

の
な
か
で
も
片
刃
類
が
過
半
数
を
越
え
る
等
、

池
上
遺
跡
に
お
け
る
中
期
中
頃
～
末

の
様
相
と
共
通
す
る
。

池
上
遺
跡
を
あ
わ
せ
わ
ず
か
三
事
例
に
す
ぎ
ず
、
か

つ
資
料
数
も
信
頼
の
お
け

る
程
度
に
な
く
、

バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
い
数
値
を
え
た
と
し
て
も
、
お
お
ま
か
に
次

の
よ
う
な
時
間
的
変
化
の
傾
向
を
把
握
で
き
る
。

1
、
弥
生
時
代
前
期
お
よ
び
中
期
初
頭
で
は
、
石
包
丁
が
六
割
～
七
割
前
後

・

石
斧
類
が
三
～
四
割
前
後
で
、
石
包
丁
が
多
い
。
ま
た
蛤
刃
石
斧
が
全
体

の
二
割

五
分
～
三
割
程
度
、
石
包
丁
の
三
割
五
分
～
五
割
五
分
程
度
に
の
ぼ
り
、
石
斧
類

の
な
か
で
は
片
刃
類
よ
り
蛤
刃
が
圧
倒
的
に
主
体
を
占
め
る
。

2
、
弥
生
時
代
中
期
中
頃
～
末
に
は
、
石
包
丁
が
七
割
～
八
割
程
度

・
石
斧
類

が
二
割
～
二
割
七
分
程
度
で
、
石
包
丁
が
多
い
。
ま
た
蛤
刃
石
斧
は
全
体

の

一
割

程
度
、
石
包
丁
の

一
割
～

一
割
五
分
程
度
に
少
な
く
な
る
。
石
斧
類

の
な
か
で
は

蛤
刃
よ
り
片
刃
類

の
ほ
う
が
過
半
数
を
越
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
主
体
が
逆
転

す
る
。

伊
勢
湾
沿
岸
地
方
の
様
相

納
所
遺
跡
石
器
類
の
検
討

こ
の
地
方
に
お
け
る
代
表
的
な
拠
点
集
落
遺
跡
で
、
広
範
囲
に
発
掘
さ
れ
た
三

重

・
納
所
遺
跡
を
と
り
あ
げ
る
。

石
包
丁
と
石
斧
類
の
出
土
数

る
発
掘
調
査
で
、
石
包
丁
四
五
点

県
道
曇
林
院

・
津
線

バ
イ
パ
ス
建
設
に
か
か

・
石
斧
類
二
八
二
点

(太
型
蛤
刃

一
九
五
点

・

一24一



柱
状
片
刃
二
二
点

・
扁
平
片
刃
六
五
点
)
の
計
三
二
七
点
が
出
土
し
た
。

組
成
率

そ
の
組
成
率
は
、
石
包

丁

=
二
・
八
%
、
石
斧
類
八
六

・
二
%

(太
型
蛤
刃
五
九

・
六
%
、
柱
状
片
刃
六

・
七
%
、
扁
平
片
刃

一
九

・
九
%
)
、

ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は
四
三
三

・
三
%
と
な
る

(
第
4
図
)
。

単
位
面
積
あ
た
り
の
出
土
数

幅

約
二
五

m
、
長
さ
約
四
〇
〇

m
、
面
積
に

し
て
約

一
万
平
方

m
程
度
の
範
囲
か
ら
石
器
類
の
出
土
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
の
石

包
丁
は
四
五
点
な
の
で
、
単
位
面
積
あ
た
り
の
出
土
数
は
○

・
○
〇
四
五
点
/
平

方

m
の
数
値
を
え
る
。
同
様
に
、
太
型
蛤

刃
石
斧

一
九
五
点
は
○

・
〇

一
九
五
点

/
平
方

m
、
柱
状
片
刃
石
斧
二
二
点
は
○

・
○
〇
二
二
点
/
平
方

m
、

そ
し
て
扁

平
片
刃
石
斧
六
五
点
は
○

・
○
〇
六
五
点

/
平
方

m
、
の
各
数
値
を
え
る
こ
と
に

な
る

(第
7
図
)
。

遺
跡
全
体
で
の
分
布
範
囲

こ
れ
ま
で
の
試
掘
調
査
と
県
道

バ
イ
パ
ス
用
地

内

の
発

掘

調

査

で
、

東

西

三

五

〇

m
、

南

北

四

〇

〇

m
、

面

積

に

し

て

一

一
～

一
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二
万
平
方

m
程
度
の
弥
生
時
代

の
遺
物
包
含
層
の
範
囲
が
し
ら
れ
、
遺
跡
中
央
部

を
貫
通
す
る
バ
イ
パ
ス
用
地
内
で
は
A
地
区
～
J
地
区
の
す
べ
て
か
ら
石
器
類
の

出
土
を
み
て
い
る
。
こ
の
面
積
を
遺
跡
全
体
の
石
器
分
布
範
囲
と
み
て
よ
い
だ
ろ

う
。

遺
跡
全
体
で
の
石
器
総
数

こ
れ
ま
で
石
包
丁
は
○

・
○
〇
四
五
点
/
平
方

m
の
出
土
が
あ
り
、
推
定
分
布
範
囲
が

=

～

一
二
万
平
方

m
な
の
で
、
遺
跡
全

体
で
は
総
数
四
九
五
～
五
四
〇
点
程
度
の
出
土
が
概
算
期
待
さ
れ
る
。
同
様
に
、

太
型
蛤
刃
石
斧
○

・
〇

一
九
五
点
/
平
方

m
は
総
数
二

一
四
五
～
二
三
四
〇
点
、

柱
状
片
刃
石
斧
○

・
○
〇
二
二
点
/
平
方

m
は
総
数
二
四
二
～
二
六
四
点
、
そ
し

て
扁
平
片
刃
石
斧
○

・
○
〇
六
五
点
/
平
方

m
は
総
数
七

一
五
～
七
八
〇
点
程
度

の
出
土
数
が
そ
れ
ぞ
れ
概
算
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

(
第
8
図
)
。

時
代
に
よ
る
組
成
率
の
変
化

調
査
担
当
者
に
よ
り
前
期

の
石
器
と
し
て
、

石
包
丁
3
点

・
石
斧
類
六
〇
点

(
太
型
蛤
刃
四
七
点

・
柱
状
片
刃
二
点

・
扁
平
片

02∈ 〕4E〕6E〕8E〕10E〕 之

iiiiii
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第4図 西日本各地諸遺跡の石器組成

刃

=

点
)
の
計
六
三
点
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
組

成
率
は
、
石
包
丁
四

・
八
%
、
石
斧
類
九
五

・
二
%

(太

型
蛤
刃
七
四

・
六
%
、
柱
状
片
刃
三

・
二
%
、
扁
平
片
刃

一
七

・
五
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は

一

五
六
六

・
七
%
と
な
る
。
全
体
か
ら
そ
れ
ら
の
前
期
の
も

の
を
差
引
い
た
残

こ
り
の
石
器
類

(中
期
が
主
体
と
な
ろ

う
)
で
の
組
成
率
と
比

べ
て
、
更
に
太
型
蛤
刃
石
斧
の
比

率
が
大
き
い
数
値
を
示
す
。
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主
要
遺
跡
石
器
類
の
組
成
率

納
所
と
同
様
の
拠
点
集
落
遺
跡
で
、
か

つ
資
料
と
し
て
有
効
な
数
の
石
器
類
を

出
土
し
た
遺
跡
例
は
、
愛
知

・
朝
日
遺
跡
群

一
個
所
を
あ
げ
る
に
と
ど
ま
る

(第

4
図
)
。

愛
知

・
朝
日
遺
跡
群

一
般
国
道
三
〇
二
号
線
建
設
に
と
も
な
う
発
掘
調
査

で
、
石
包
丁
二
五
点

・
石
斧
類
三
六
三
点

(太
型
蛤
刃
二
〇
〇
点

・
柱
状
片
刃
四

〇
点

・
扁
平
片
刃

一
二
三
点
)
の
計
三
八
八
点
が
出
土
し
、
そ
の
組
成
率
は
、
石

包
丁
六

・
四
%
、
石
斧
類
九
三

・
六
%

(太
型
蛤
刃
五

一
・
五
%
、
柱
状
片
刃

一

〇

・
三
%
、
扁
平
片
刃
三

一
・
七
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
八
〇

〇

・
○
%
と
な
る
。

伊
勢
湾
沿
岸
地
方
に
お
け
る

一
般
的
な
組
成
率

以
上
、

発
掘
調
査
が
大
規
模
に
行
な

わ
れ
て
き
た
二
個
所
の
代
表
的
な
拠
点
集

落
遺
跡
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
石
器
組
成
率
を
観
察
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
把
握
で
き
た
。

1
、
二
個
所
と
も
、
石
包
丁

一
三

・
八
と
六

・
四
%
、
石
斧
類
八
六

・
二
と
九

三

・
六
%

(太
型
蛤
刃
五
九

・
六
と
五

一
・
五
%
、
柱
状
片
刃
六

・
七
と

一
〇

・

三
%
、
扁
平
片
刃

一
九

・
九
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
四
三
三

・

三
%
と
八
〇
〇

・
○
%
、
と
い
う
数
値
を
示
し
、
お
お
ま
か
に
は
似
た
傾
向
の
石

器
組
成
率
を
も

っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

2
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
伊
勢
湾
沿
岸
地
方

の
拠
点
集
落
遺
跡
の

一
般
的
な
石

器
組
成
率
を
、

(
a
)
石
包
丁
が

一
割

・
石
斧
類
が
九
割
程
度
で
、
石
斧
類
が
圧
倒
的
に
多
い
、

(
c
)
石
斧
類
の
な
か
で
は
太
型
蛤
刃
が
過
半
数
を
し
め
、
残
り
を
片
刃
類
で

分
け
る
、

(b

)
片
刃
類
の
石
斧
で
は
扁
平
が
主
体
を
し
め
、
そ
の
数
は
柱
状
の
三
倍
程

度
で
あ
る
、

(d

)
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は
お
お
よ
そ
四
～
八
倍
程
度
で
あ
る
、

(
e
)
こ
れ
ら
の
構
成
は
、
近
畿
地
方
中
央
部
の
そ
れ
と
基
本
的
に
こ
と
な
る
、

と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

瀬
戸
内
海
沿
岸
地
方
の
様
相

主
要
遺
跡
石
器
類
の
組
成
率

資
料
と
し
て
信
頼
で
き
る
程
度

の
石
器
類
を
出
土
さ
せ
た
三
個
所
の
拠
点
集
落

遺
跡
を
例
示
し
、
そ
の
組
成
率
を
観
察
す
る

(第
4
図
)
。

岡
山

・
百
間
川
遺
跡

今
谷

・
兼
基
で
は
、
石
包
丁
七
五
点

・
石
斧
類

一
六

点

(太
型
蛤
刃

=
二
点

・
柱
状
片
刃
?

一
点

・
扁
平
片
刃
二
点
)
の
計
九

一
点
が

出
土
し
、
組
成
率
は
、
石
包
丁
八
二

・
四
%
、
石
斧
類

一
七

・
六
%

(太
型
蛤
刃

一
四

・
三
%
、
柱
状
片
刃
?

一
・
一
%
、
扁
平
片
刃
二

・
二
%
)
、
ま
た
石
包
丁
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に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は

一
七

二
二
%
と
な
る
。

広
島

.
大
宮
遺
跡

石
包
丁
六
八
点

・
石
斧
類

二
四
点

(太
型
蛤
刃

一
四

点

.
柱
状
片
刃
五
点

・
扁
平
片
刃
五
点
)
の
計
九
二
点
が
出
土
し
、
組
成
率
は
、

石
包
丁
七
三

・
九
%
、
石
斧
類
二
六

・
一
%

(太
型
蛤
刃

一
五

・
二
%
、
柱
状
片

刃
五

.
四
%
、
扁
平
片
刃
五

・
四
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は

二
〇

・
六
%
と
な
る
。
先
の
百
間
川
遺
跡
と
共
通
す
る
。

山
ロ

.
綾
羅
木
郷
遺
跡

石
包
丁
二
八
点

・
石
斧
類
六
二
点

(太
型
蛤
刃
四

〇
点

.
片
刃
類
二
二
点
)
の
計
九
〇
点
が
出
土
し
、
組
成
率
は
、
石
包
丁
三

一
・

一
%
、
石
斧
類
六
八

・
九
%

(
太
型
蛤

刃
四
四

・
四
%
、
片
刃
類
二
四

・
四
%
)、

ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は

一
四
二

・
九
%
と
な
る
。
こ
の
構
成
は
百
間

川

・
大
宮
遺
跡
と
も
大
き
く
異
な
る
。

瀬
戸
内
海
沿
岸
地
方
に
お
け
る

一
般
的
な
組
成
率

以
上
、
三
個
所
の
拠
点
集
落
遺
跡
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
石
器
組
成
率
を
観
察
し

た
結
果
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
把
握
で
き
た
。

1
、
百
間
川
と
大
宮
遺
跡
の
各
数
値
は
共
通
し
、
基
本
的
に
同
じ
石
器
組
成
率

を
も

つ
。

2
、
そ
の
組
成
率
は
、

(
a
)
石
包
丁
が
七
～
八
割

・
石
斧
類
が
二
～
三
割
程
度
で
、
石
包
丁
が
圧
倒

的
に
多
い
、

(b

)
石
斧
類

の
な
か
で
は
太
型
蛤
刃
が
過
半
数
を
し
め
、
残
り
を
柱
状

・
扁

平
の
片
刃
類
で
分
け
る
、

(
c
)
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は
二
割
前
後
、

で
あ
る
。

3
、
こ
の
構
成
は
先
の
近
畿
地
方
中
央
部
の
そ
れ
に
ほ
ぼ
共
通
し
、
伊
勢
湾
沿

岸
地
方
の
そ
れ
と
は
基
本
的
に
こ
と
な
る
。

4
、(
a
)
石
包
丁
が
三
割

・
石
斧
類
七
割
程
度
で
、
石
斧
類
が
圧
倒
的
に
多
い
、

(b
)
石
斧
類
で
は
太
型
蛤
刃
が
過
半
数
で
、
残
り
を
柱
状
と
扁
平
の
片
刃
類

で
分
け
る
、

(
c
)
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は

一
割
強
と
な
る
、

と

い
う
綾
羅
木
郷
遺
跡
で
の
構
成
は
、
近
畿
地
方
中
央
部

・
伊
勢
湾
沿
岸

・

瀬
戸
内
海
沿
岸

の
各
地
方
と
基
本
的
に
こ
と
な
り
、
む
し
ろ
後
で
紹
介
す
る

北
九
州
地
方

の
そ
れ
と
共
通
す
る
。

北
九
州
地
方
の
様
相

板
付
遺
跡
石
器
類
の
検
討

近
畿
地
方
中
央
部
を
代
表
さ
せ
た
池
上
遺
跡
、
あ
る
い
は
伊
勢
湾
沿
岸
地
方
を

代
表
さ
せ
た
納
所
遺
跡
等
と
対
比
す

べ
く
、
北
九
州
を
代
表
さ
せ
て
福
岡

・
板
付

遺
跡
を
と
り
あ
げ
る
。

石
包
丁
と
石
斧
類
の
出
土
数

市
営
住
宅
や
板
付
会
館
等
用
地
内
の
発
掘
で
、
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石
包
丁

一
五
六
点

・
石
斧
類
二
〇
五
点

(
太
型
蛤
刃

一
六
〇
点

・
柱
状
片
刃
二
八

点

・
扁
平
片
刃

一
七
点
)
の
計
三
六

一
点
を
数
え
る
。

組
成
率

そ
の
組
成
率
は
、
石
包

丁
四
三

・
二
%
、
石
斧
類
五
六

・
八
%

(
太
型
蛤
刃
四
四

・
三
%
、
柱
状
片
刃
七

・
八
%
、
扁
平
片
刃
四

・
七
%
)、ま
た

石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は

一
〇
二

・
六
%
と
な
る

(第
4
図
)
。

単
位
面
積
あ
た
り
の
出
土
数

約
五
二
七
〇
平
方

m
の
発
掘
で
そ
れ
ら
が
出

土
し
た
。
そ
こ
で
、
石
包
丁

一五
六
点
は
○

・
〇
二
九
六
点
/
平
方

m
、
太
型
蛤
刃

石
斧

一
六
〇
点
は
○

・
〇
三
〇
四
/
平
方

m
、
柱
状
片
刃
石
斧
二
八
点
は
○

・
○

〇
五
三
点
/
平
方

m
、
そ
し
て
扁
平
片
刃
石
斧

一
七
点
は
○

・
○
〇
三
二
点
/
平

方

m
の
各
数
値
を
え
る

(
第
7
図
)
。

遺
跡
全
体
で
の
分
布
範
囲

こ
れ
ま
で
の
発
掘
か
ら
、
板
付
遺
跡
を
特
徴
ず

け
る
環
溝
を
核
と
す
る
東
西
二
〇
〇

m
、
南
北
六
〇
〇

m
程
度
、
面
積
に
し
て

一

二
～

=
二
万
平
方

m
程
度
に
石
器
類
の
分
布
が
推
定
さ
れ
る
。

遺
跡
全
体
で
の
石
器
総
数

こ
れ
ま
で
石
包
丁
は
○

・
〇
二
九
六
点
/
平
方

m
の
出
土
が
あ
り
、
推
定
分
布
範
囲
が

一
二
～

一
三
万
平
方

m
な
の
で
、
遺
跡
全

体
で
は
総
数
三
五
五
二
～
三
八
四
八
点
程
度
の
出
土
が
概
算
期
待
さ
れ
る
。
同
様

に
、
太
型
蛤
刃
石
斧
○

・
〇
三
〇
四
点
/
平
方

m
は
三
六
四
八
～
三
九
五
二
点
程

度
が
、
柱
状
片
刃
石
斧
○

・
○
〇
五
三
点
/
平
方

m
は
六
三
六
～
六
八
九
点
が
、

そ
し
て
扁
平
片
刃
石
斧
○

・
○
〇
三
二
点
/
平
方

m
は
三
八
四
～
四

一
五
点
程
度

が
、
そ
れ
ぞ
れ
概
算
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

(第
8
図
)
。

時
代
に
よ
る
組
成
率
の
変
化

こ
こ
ま
で
は
時
代
を
無
視
し
て
出
土
石
器
類

全
体
を
観
察
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
時
代
に
よ
る
変
化
の
傾
向
を
把
握
す
べ
く
、

三
個
所
の
発
掘
区
を
比
較
し
て
お
く
。
市
営
住
宅
第

一
区
で
は
ほ
ぼ
前
期
に
比
定

さ
れ
る
石
器
類

の
出
土
が
あ
り
、
石
包
丁
二
二
点

・
石
斧
類
六
四
点

(
太
型
蛤
刃

五
五
点

・
柱
状
片
刃
七
点

・
扁
平
片
刃
二
点
)
の
計
八
六
点
を
数
え
る
。
組
成
率

は
、
石
包
丁
二
五

・
六
%
、
石
斧
類
七
四

・
四
%

(太
型
蛤
刃
六
四

・
○
%
、
柱

状
片
刃
八

・
一
%
、
扁
平
片
刃
二

・
三
%
)、

ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧

は
二
五
〇

・
○
%
と
な
る
。
市
営
住
宅
第
二
区
で
は
前
期
～
後
期
の
土
器
等
と
と

も
に
、
石
包
丁
八
六
点

・
石
斧
類
二
一二
点

(太
型
蛤
刃
二

一
点

・
柱
状
片
刃
二
点

・

扁
平
片
刃
○
点
)
の
計

一
〇
九
点
が
出
土
し
た
。
組
成
率
は
、
石
包
丁
七
八

・
九

%
、
石
斧
類
二

一
・
一
%

(太
型
蛤
刃

一
九

・
二
%
、
柱
状
片
刃

一
・
八
%
、
扁

平
片
刃
○
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は
二
四

・
四
%
の
数
値
を
え

る
。
同
様
に
、
板
付
会
館
用
地
内
で
も
前
期
～
後
期
の
土
器
等
と
、
石
包
丁
八
六

点

・
石
斧
類
七
九
点

(太
型
蛤
刃
五
三
点

・
柱
状
片
刃

一
三
点

・
扁
平
片
刃

=
二

点
)
の
計

一
六
五
点
が
出
土
し
て
い
る
。
組
成
率
は
、
石
包
丁
五
二

・
一
%
、
石

斧
類
四
七

・
九
%

(
太
型
蛤
刃
三
二

・
一
%
、
柱
状
片
刃
七

・
九
%
、
扁
平
片
刃

七

・
九
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は
六

一
・
六
%
と
な
る
。
前
期

の
主
体

の
地
区
で
は
石
包
丁
よ
り
太
型
蛤
刃
石
斧
の
ほ
う
が
多
数
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
そ
れ
以
降
の
も
の
が
多
く
混
じ
る
と
そ
れ
が
逆
転
す
る
傾
向
を
示
す
。

北
九
州
地
方
に
お
け
る

一
般
的
な
組
成
率

こ
の
地
方
を
代
表
す
る
拠
点
集
落
の
事
例
と
し
て
板
付
遺
跡

一
個
所
を
あ
げ
た
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に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
組
成
率
に

つ
い
て
次
の
こ
と
を
把
握
で
き
た
。

1
、
組
成
率
は
、

(
a
)
石
包
丁
が
四
割

・
石
斧
類
が
六
割
程
度
で
、
石
斧
類
の
ほ
う
が
多
い
、

(b
)
石
斧
類
の
な
か
で
は
太
型
蛤

刃
が
過
半
数
を
し
め
、
残
り
を
柱
状
と
扁

平
の
片
刃
類
で
分
け
る
、

(
c
)
石
包
丁
と
蛤
刃
石
斧
と
は
同
数
程
度
で
あ
る
、

と
な
る
。

2
、
こ
の
構
成
は
、
先
の
近
畿
地
方
中
央
部

・
伊
勢
湾
沿
岸

・
瀬
戸
内
海
沿
岸

の
各
地
方
に
お
け
る
主
な
拠
点
集
落
遺
跡
で
の
い
ず
れ
と
も
基
本
的
に
こ
と
な
る
。

3
、
縄
文
時
代
晩
期
～
弥
生
時
代
後
期
と

い
う
長
期
の
集
落
遺
跡
の
出
土
石
器

類
全
体
で
は
そ
の
よ
う
な
組
成
率
に
な

る
と
し
て
も
、
後
に
提
示
す
る
よ
う
に
、

そ
こ
に
は
時
代
毎
に
よ
る
大
き
な
組
成
率

の
変
化
を
ふ
く
み
こ
ん
で
い
る
。

諸
遺
跡
石
器
類
の
組
成
率

北
九
州
地
方
に
は
所
属
時
代
の
確
定

で
き
る
石
器
資
料
が
か
な
り
み
ら
れ
、
時

代
に
よ
る
組
成
率
の
変
化
を
把
握
す
る

の
に
都
合
が
よ
い
。
各
遺
跡
と
も
資
料
数

は
か
な
ら
ず
し
も
多
く
な
い
が
、
縄
文
時
代
晩
期
～
弥
生
時
代
後
期
に
お
け
る
各

時
代
の
代
表
的
な
八
遺
跡
を
例
示
し
、
変
化
の
基
本
的
な
流
れ
を
観
察
し
て
お
こ

う

(第
5
図
)
。

福
岡

.
有
田
七
田
前
遺
跡

縄
文
時
代
晩
期
の
石
器
群
で
、
石
包
丁
三
点

・

石
斧
類

一
九
点

(
太
型
蛤
刃

一
五
点

・
柱
状
片
刃
三
点

・
扁
平
片
刃

一
点
)
の
計

〔i〕2〔 ≡〕40608E〕1E〕 θ之
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組

成

率

は

、

石

包

丁

=

二

・
六

%

、

石

斧

類

八

六

・
四

%

柱

状

片

刃

=

二

・
六

%

、

扁

平

片

刃

四

・
五

%

)

、

卿
醤
翻
羅
「

第5図

r
北部九州における石器組成の
時代的変化

 

二
二
点
を
数
え
る
。

(太
型
蛤
刃
六
八

・
二
%
、

ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は
五
〇
〇

・
○
%
と
な
る
。
蛤
刃
石
斧

の
数
が

全
体
の
過
半
数
を
し
め
、
石
包
丁
の
五
倍
に
の
ぼ
る
。

福
岡

・
曲
田
遺
跡

縄
文
時
代
晩
期
の
石
器
群
で
、
石
包
丁

一
五
点

・
石
斧

類
六
〇
点

(太
型
蛤
刃
五

一
点

・
柱
状
片
刃
三
点

・
扁
平
片
刃
六
点
)、
の
計
七
五

点
を
数
え
る
。
組
成
率
は
、
石
包
丁
二
〇

・
○
%
、
石
斧
類
八
〇

・
○
%

(
太
型

蛤
刃
六
八

・
○
%
、
柱
状
片
刃
四

・
○
%
、
扁
平
片
刃
八

・
○
%
)
、
ま
た
石
包

丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は
三
四
〇

・
○
%
と
な
る
。
有
田
七
田
前
遺
跡
と
同
様
、

蛤
刃
石
斧
が
全
体
の
過
半
数
を
越
え
、
ま
た
石
包
丁
の
三

・
四
倍
に
も

の
ぼ
る
。

佐
賀

・
菜
畑
遺
跡

縄
文
時
代
晩
期
～
弥
生
時
代
前
期

の
石
器
と
し
て
、
石

包
丁
二
〇
点

・
石
斧
類
五
九
点

(太
型
蛤
刃
四

一
点

・
柱
状
片
刃

=
二
点

・
扁
平

片
刃
五
点
)
の
計
七
九
点
を
数
え
る
。
組
成
率
は
、
石
包
丁
二
五

・
三
%
、
石
斧
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類
七
四

・
七
%

(太
型
蛤
刃
五

一
・
九
%
、
柱
状
片
刃

一
六

・
四
%
、
扁
平
片
刃

六

・
三
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤

刃
石
斧
は
二
〇
五

・
○
%
と
な
る
。
蛤

刃
石
斧
が
全
体
の
半
数
強
で
、
石
包
丁

の
約
二
倍
と
な
る
。

福
岡

・
十
朗
川
遺
跡

縄
文
時
代
晩
期
～
弥
生
時
代
前
期
の
石
器
に
、
石
包

丁

一
九
点

・
石
斧
類
三
七
点

(太
型
蛤

刃
二
四
点

・
柱
状
片
刃
九
点

・
扁
平
片
刃

四
点
)
の
計
五
六
点
が
あ
る
。
組
成
率
は
、
石
包
丁
三
三

・
九
%
、
石
斧
類
六
六

・
一
%

(
太
型
蛤
刃
四
二

・
九
%
、
柱
状
片
刃

一
六

・
一
%
、
扁
平
片
刃
七

・
一

%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧

一
二
六

・
三
%
と
な
る
。
蛤
刃
石
斧
は

全
体
の
半
数
弱
で
、
ま
た
石
包
丁
の
約

一
・
三
倍
と
な
る
。

福
岡

・
鹿
部
山
遺
跡

弥
生
時
代
前
期
～
中
期

の
石
器
に
は
、
石
包
丁

一
四

点

・
石
斧
類
三
四
点

(太
型
蛤
刃

一
四
点

・
柱
状
片
刃
七
点

・
扁
平
片
刃

=
二
点
)

の
計
四
八
点
が
あ
る
。
組
成
率
は
、
石
包
丁
二
九

・
二
%
、
石
斧
類
七
〇

・
八
%

(太
型
蛤
刃
二
九

・
二
%
、
柱
状
片
刃

一
四

・
六
%
、
扁
平
片
刃
二
七

・
一
%
)
、

ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は

一
〇
〇

・
○
%
と
な
る
。
蛤
刃
石
斧
は
全
体

の
三
割
程
度
で
、
ま
た
石
包
丁
と
同
数

で
あ
る
。

福
岡

・
北
牟
田
遺
跡

弥
生
時
代
前
期
～
中
期

の
石
器
類
で
、
石
包
丁
三
七

点

・
石
斧
類
五
三
点

(太
型
蛤
刃
三
五
点

・
柱
状
片
刃

一
三
点

・
扁
平
片
刃
五
点
)

の
計
九
〇
点
が
あ
る
。
組
成
率
は
、
石
包

丁
四

一
・
一
%
、
石
斧
類
五
八

・
九
%

(太
型
蛤
刃
三
八

・
九
%
、
柱
状
片
刃

一
四

・
四
%
、
扁
平
片
刃
五

・
六
%
)
、

ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は
九

四

・
六
%
と
な
る
。
石
包
丁
と
蛤
刃
石
斧

が
共
に
全
体
の
四
割
前
後
で
、
ほ
ぼ
同
数

で
あ
る
。

佐
賀

・
千
塔
山
遺
跡

弥
生
時
代
中
期
～
後
期
の
石
器
類
で
、
石
包
丁
二
〇

点

・
石
斧
類
八
点

(太
型
蛤
刃
六
点

・
柱
状
片
刃
○
点

・
扁
平
片
刃
?
二
点
)
の

計
二
八
点
が
あ
る
。
資
料
と
し
て
の
数
は
不
十
分
で
あ
る
。

一
応
の
組
成
率
は
、

石
包
丁
七

一
・
四
%
、
石
斧
類
二
八

・
六
%

(太
型
蛤
刃
二

一
・
四
%
、
柱
状
片

刃
○
%
、
扁
平
片
刃
?
七

・
一
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は
三
〇

・

Oあ
ー

○
%
と
な
る
。
蛤
刃
石
斧
は
全
体

の
約
二
割
で
、
石
包
丁
の
三
割
に
あ
た
る
。

福
岡

・
赤
井
手
遺
跡

弥
生
時
代
中
期
～
後
期
の
石
器
類
で
、
石
包
丁

=
二

点

・
石
斧
類
四
点

(太
型
蛤
刃
二
点

・
柱
状
片
刃

一
点

・
扁
平
片
刃

一
点
)
の
計

一
七
点
が
あ
る
。
資
料
と
し
て
の
数
は
少
な
い
。

一
応
の
組
成
率
は
、
石
包
丁
七

六

・
五
%
、
石
斧
類
二
三

・
五
%

(太
型
蛤
刃

=

・
八
%
、
柱
状
片
刃
五

・
九

%
、
扁
平
片
刃
五

・
九
%
)
、
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は

一
五

・
四
%

と
な
る
。
蛤
刃
石
斧
は
全
体
の
わ
ず
か

一
割
、
そ
し
て
石
包
丁
の

一
割
五
分
に
と

ど
ま
る
。

組
成
率
の
時
間
的
な
変
化

時
代
の
限
定
さ
れ
る
八
遺
跡
の
石
器
類
を
観
察
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
縄
文

時
代
晩
期
～
弥
生
時
代
後
期
に
お
け
る
組
成
率
の
時
間
的
な
変
化
を
把
握
で
き
た
。

1
、
縄
文
時
代
晩
期
で
は
、
石
包
丁
が

一
～
二
割

・
石
斧
類
が
八
～
九
割
程
度

で
、
石
斧
類
が
圧
倒
的
に
多
い
。
ま
た
石
包
丁
に
対
す
る
石
斧
類
は
三
～
五
倍
に

も

の
ぼ
る
。

2
、
縄
文
時
代
晩
期
～
弥
生
時
代
前
期
に
お
い
て
は
、
石
包
丁
が
三
割

・
石
斧
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類
が
七
割
前
後
で
、
石
斧
類
が
多
い
。
ま
た
石
包

丁
に
対
し
て
蛤
刃
石
斧
は

一
～
二
倍
で
あ
る
。

3
、
弥
生
時
代
前
期
～
中
期
に
お
い
て
は
、
石

包
丁
が
三
～
四
割

・
石
斧
類
が
六
～
七
割

で
、
石

斧
類
が
ま
だ
多
い
。
ま
た
石
包
丁
に
対
す

る
蛤
刃

石
斧
は
同
数
程
度
と
な
る
。

4
、
弥
生
時
代
中
期
～
後
期
に
お
い
て
は
、
石

包
丁
が
七
割

・
石
斧
類
が
二
～
三
割
で
、
逆
に
石

包
丁
が
圧
倒
的
に
多
く
な
る
。
ま
た
石
包

丁
に
対

し
て
蛤
刃
石
斧
は

一
割
五
分
～
三
割
程
度
に
少
な

く
な
る
。

5
、
そ
の
変
化

の
程
度
は
、
先
の
近
畿
地
方
中

央
部
お
よ
び
伊
勢
湾
沿
岸
に
お
け
る
よ
り
も
か
な

り
大
き
い
。

要

約

以
上
、
西
日
本
各
地
の
代
表
的
な
集
落
遺
跡
を

観
察
し
た
結
果
、
弥
生
時
代
全
体
で
み
れ
ば
、
石

器
組
成
な
ら
び
に
出
土
数
量
に

つ
い
て
次

の
よ
う

な
諸
モ
デ
ル
を
構
成
で
き
た
。

伊勢湾畿内(瀬 戸内海)
北九州
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第6図 弥生時代における西日本各地の基本的な石器組成モデル
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石
器
組
成

(
第
6
図
)

モ
デ
ル
ー

a

[
畿
内

(
瀬
戸
内
海
)
型

]

1
、
石
包
丁
が
八
割

・
石
斧
類
が
二
割
前
後
で
、
石
包
丁
が
圧
倒
的
に
多
い
。

2
、
石
斧
類

の
な
か
で
は
蛤
刃
が
半
数
強
を
占
め
、
残
り
を
柱
状
と
扁
平
の

片
刃
類
で
分
け
る
。

3
、
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
は

一
割

六
分
程
度
で
あ
る
。

モ
デ
ル
ー
b

[
伊
勢
湾
型
]

1
、
石
包
丁
が

一
割

・
石
斧
類
が
九
割
前
後
で
、
石
斧
類
が
圧
倒
的
に
多
い
。

2
、
石
斧
類
の
な
か
で
は
蛤
刃
が
過
半
数
を
占
め
、

残
り
を
柱
状
と
扁
平
の
片
刃
類

で
分
け
る
。
た
だ
し
扁
平
が
柱
状
の
三
倍

程
度
を
占
め
る
。

3
、
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は

四
～
八
倍
程
度
で
あ
る
。

モ
デ
ル
ー
c

[北
九
州
型
]

1
、
石
包
丁
が
四
割

・
石
斧
類
が
六
割
前
後
で
、
石
斧
類
が
多
数
を
占
あ
る
。

2
、
石
斧
類
の
な
か
で
は
蛤
刃
が
過
半
数
を
占
め
、
残
り
を
柱
状
と
扁
平
の

片
刃
類
で
分
け
る
。

3
、
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧

は
同
数
程
度
で
あ
る
。

単
位
面
積
あ
た
り
の
出
土
数

(第
7
図
)

モ

デ

ル
ー

a

[
池

上

型

]

1
、
石
包
丁

2
、
太
型
蛤
刃
石
斧

3
、
柱
状
片
刃
石
斧

4
、
扁
平
片
刃
石
斧

モ
デ
ル
ー
b

[納
所
型
]

1
、
石
包
丁

2
、
太
型
蛤
刃
石
斧

○

・
〇
八
四
六
点
/
平
方

m

O

・
〇

一
二
四
点
/
平
方

m

O

・
○
〇
五
九
点
/
平
方

m

O

・
○
〇
三
四
点
/
平
方

m

○

・
○
〇
四
五
点
/
平
方

m

O

・
〇

一
九
五
点
/
平
方

m

一

冒

■「 ■ 「コ ■「』 一

::

::
● ●

0.1

0.08

0.06

②.〔ヨ4

II

e.

ホ
ウ
チ

ョウ

ヘ
ン
ペ
イ

チ

ュ
ウ
ジ
ョ
ウ

ハ
マ
グ
リ

イタヅケ

(北九州)[ ノウソ

(伊勢湾

イケガミ

(畿内

第7図 単位面積(1㎡)あ たりの出土数
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冒 智

「
●

●

●

●
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■ 向 ■■「「』一 一

::

::
● ●

ハU

2

(U

2

2

(U

AU

e

∩
V

5

2

9

4⊥

i
一

3
、
柱
状
片
刃
石
斧

4
、
扁
平
片
刃
石
斧

モ
デ
ル
ー

c

[板
付
型
]

1
、
石
包
丁

2
、
太
型
蛤
刃
石
斧

3
、
柱
状
片
刃
石
斧

4
、
扁
平
片
刃
石
斧

ホ
ウ
チ
ョ
ウ

ヘ
ン
ペ
イ

チ

ュ
ウ
ジ
ョ
ウ

ハ
マ
グ
リ

(U

∩
)

0

∩
V

e

AU

∩り

6

3

0

・
○

〇

二

二

点

/

平

方

m

O

・
○

〇

六

五

点

/

平

方

m

○

・
〇
二
九
六
点
/
平
方

m

O

・
〇
三
〇

四
点
/
平
方

m

O

・
○
〇
五
三
点
/
平
方

m

O

・
○
〇
三
二
点
/
平
方

m

イタヅケ

(北 九州)口 ノウソ

(伊瀬湾

イケガ

(畿 内

第8図 一遺跡あたりの推定出土数

一
拠
点
集
落
遺
跡
で
の
出
土
総
数

(第
8
図
)

モ
デ
ル
ー
a

[池
上
型
]

1
、
石
包
丁

2
、
太
型
蛤
刃
石
斧

3
、
柱
状
片
刃
石
斧

4
、
扁
平
片
刃
石
斧

モ
デ
ル
ー
b

[納
所
型
]

1
、
石
包
丁

2
、
太
型
蛤
刃
石
斧

3
、
柱
状
片
刃
石
斧

4
、
扁
平
片
刃
石
斧

モ
デ
ル
ー
c

[
板
付
型
]

1
、
石
包
丁

2
、
太
型
蛤
刃
石
斧

3
、
柱
状
片
刃
石
斧

4
、
扁
平
片
刃
石
斧

組
成
率
の
時
代
的
変
化

一
三
〇
〇
〇
点
程
度

一
九
〇
〇
点
程
度

九
〇
〇
点
程
度

五
〇
〇
点
程
度

五
〇
〇
点
程
度

二
二
〇
〇
点
程
度

二
五
〇
点
程
度

七
五
〇
点
程
度

三
七
〇
〇
点
程
度

三
八
〇
〇
点
程
度

六
六
〇
点
程
度

四
〇
〇
点
程
度

太
型
蛤
刃
石
斧
/
石
包
丁
の
比
率
減
少
と
し
て
端
的
に
現
わ
れ
る
。

モ
デ
ル
ー

a

[
畿
内
型
]
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1
、
弥
生
時
代
前
期
～
中
期
初
頭

三
五
～
五
〇
%
程
度

2
、
中
期
中
頃
～
中
期
末

一
〇
%
程
度

モ
デ
ル
ー
b

[伊
勢
湾
型
]

確
定
せ
ず

(弥
生
時
代
前
期
に
蛤

刃
石
斧
が
多
い
傾
向
あ
れ
ど
も
良
好
な

デ
ー
タ
な
し
)
。

モ
デ
ル
ー

c

[北
九
州
型
]

1
、
縄
文
時
代
晩
期

三
〇
〇
～
五
〇
〇
%
程
度

2
、
縄
文
時
代
晩
期
～
弥
生
時
代
前
期

一
三
〇
～
二
〇
〇
%
程
度

3
、
弥
生
時
代
前
期
～
中
期

九
〇

～

一
〇
〇
%
程
度

4
、
弥
生
時
代
中
期
～
後
期

一
五
～
三
〇
%
程
度

デ
ー
タ
評
価
の
前
提

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
基
ず
い
て
弥
生
人

の
生
業
行
動
パ
タ
ー
ン
を
復
元
す
る
に

つ
い
て
、
次

の
仮
定
を
す
る
。

1
、
石
包
丁
は
稲

の
穂
首

の
摘
み
と
り
具
で
あ
る
。

2
、
太
型
蛤
刃
石
斧
は
樹
木

の
伐
採
斧
で
あ
る
。

3
、
柱
状
片
刃

・
扁
平
片
刃
の
両
石
斧
は
材
木
の
加
工
斧
で
あ
る
。

4
、
遺
跡
出
土
の
石
器
類
な
ら
び
に
そ

の
機
能
は
、
そ
こ
に
住
ん
だ
人
々
の
活

動
内
容
を
現
わ
す
。

5
、
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
石
器
類

の
組
成
は
、
そ
こ
に
住
ん
だ
人
々
の
活
動
内

容
の
組
合
せ
を
現
わ
す
。

6
、
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
石
器
の
数
量
は
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
活
動
の
量
11

労
働
量

(人
の
数
や
作
業
時
間
)
を
現
わ
す
。

7
、
同

一
器
種
の
石
器

一
個
で
な
さ
れ
る
作
業
量
は
各
地
と
も
同
じ
で
あ
る
。

デ
ー
タ
評
価
の
問
題
点

考
古
学
的
に
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
は
主
に
次
の
諸
点
で
歪
み
を
受
け
て
お
り
、
基

本
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
を
検
討

・
考
慮
し
て
評
価
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

1
、
観
察
者
側
の
問
題

(観
察
の
対
象
と
す
る
遺
跡
や
サ
ン
プ
リ
ン
グ
方
法
の

妥
当
性
、
等
)

2
、
発
掘
者
側
の
問
題

(発
掘
の
精
密
度
や
発
掘
位
置
の
妥
当
性
、
等
)

3
、
遺
跡
側
の
問
題

(遺
跡
の
削
平
度
合
の
大
小
、
等
)

4
、
遺
物
使
用
者
側
の
問
題

(物
品
の
廃
棄
パ
タ
ー
ン

・
転
用
や
代
用
品
の
有

無
、
等
)

本
稿
で
は

い
ず
れ

の
諸
項
目
に
つ
い
て
も
考
慮
し
て
お
ら
ず
、
以
下
の
評
価
は

か
な
り
の
誤
差

・
歪
み
を
含
み
こ
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

結

論

西
日
本
各
地
の
代
表
的
な
二
十
三
個
所
の
集
落
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
石
器
類

(石
包
丁

・
太
型
蛤
刃
石
斧

・
柱
状
片
刃
石
斧

・
扁
平
片
刃
石
斧
)
の
組
成
と
数

量
、
な
ら
び
に
先
の
諸
仮
定
に
基
ず
い
て
、
次
の
結
論
が
得
ら
れ
る
。
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各
地
域
を
代
表
さ
せ
て
、
池
上

・
納
所

・
板
付

の
三
遺
跡
を
観
察
す
る
と

ー
、

一
個
所
の
拠
点
集
落
で
な
さ
れ
る
石
包
丁
に
よ
る
稲

の
穂
摘
活
動
の
量
は
、

近
畿

.
池
上
遺
跡
が
最
も
大
き
く
、
伊
勢
湾

・
納
所
遺
跡

の
二
六
倍
程
度
、
ま
た

北
九
州

・
板
付
遺
跡
の
三

・
五
倍
程
度
で
あ
る
。

2
、

一
個
所
の
拠
点
集
落
で
な
さ
れ
る
太
型
蛤
刃
石
斧
に
よ
る
樹
木

の
伐
採
活

動
の
量
は
、
北
九
州

・
板
付
遺
跡
が
最
も

大
き
く
、
近
畿

・
池
上
遺
跡

の
二
倍
程

度
、
ま
た
伊
勢
湾

・
納
所
遺
跡
の

一
・
七
倍
程
度
で
あ
る
。

3
、

一
個
所
の
拠
点
集
落
で
な
さ
れ

る
柱
状

・
扁
平
の
両
片
刃
石
斧
に
よ
る
材

木
の
加
工
活
動
の
量
は
、
近
畿

・
池
上
、
伊
勢
湾

・
納
所
、
北
九
州

・
板
付
の
三

遺
跡
と
も
大
差
な
い
。
た
だ
し
、
伊
勢
湾

・
納
所
遺
跡
の
み
柱
状
片
刃
石
斧
に
よ

る
材
木
の
加
工
活
動
は
少
な
い
傾
向
に
あ
る
。

4
、
事
例
と
し
て
あ
げ
た
三
個
所
の
拠
点
集
落
遺
跡

の
よ
う
な
実
状
は
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
地
域
に
お
け
る

一
般
的
な
活
動
内
容
を
示
唆
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
。

5
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
強
調
し
、

近
畿
地
方
中
央
部
を

「
穂
摘
活
動
主
体

型
」
、
伊
勢
湾
地
域
を

「伐
採
活
動
主
体
型
」
、
そ
し
て
北
九
州
地
域
を

「
穂
摘

・

伐
採
両
活
動
型
」
と
し
て

一
般
的
に
理
解

で
き
る
。

6
、
各
地
域
と
も
農
耕
社
会
形
成
期
(
縄
文
時
代
晩
期
～
弥
生
時
代
前
期
)
の
初

期
に
お
い
て
は
太
型
蛤
刃
石
斧
に
よ
る
樹
木
の
伐
採
活
動
の
比
重
が
相
対
的
に
高

い
。7

、
以
上
の
評
価
に

つ
い
て
は

「
デ
ー
タ
評
価

の
問
題
点
」
で
あ
げ
た
諸
項
目

　

　

に

よ

り

、

相

当

の
歪

み
を

受

け

て

い
る

。

[文

献

]

大
阪

・
池
上
遺
跡

第

2
阪
和
国
道
内
遺
跡

調
査
会

充
七
〇
『池
上

・
四
ツ
池
』

充
竺

『第

2
阪
和
国
道
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告

四
』

財
団
法
人

大
阪
文
化
財

セ

ン

充
七
八
『
第

2
阪
和
国
道
内
遺
跡
出
土

遺
物
整
理
事
業

タ
i

業
報
告
書

四
』

仮
称
池
上
小
学
校
予
定
地
内
遺

充
八
〇
『
池
上
遺
跡
』

(
池
上
小

学
校
建
設

に
伴
う
発

跡
調
査
会

掘
調
査
概
要
)

奈
良

・
唐

古
遺
跡

小

林
行
雄

.
末
永
雅
雄

・
藤
岡

一九
四
三
『
大
和
唐
古
弥
生

式
遺
跡

の
研
究
』
(
京
都
帝
国

謙

二
郎

大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告
第

一
六
冊
)

大
阪

・
鬼
虎

川
遺
跡

東
大
阪
市
教
育
委
員
会
芋
本
隆
裕

氏
の
御

配
慮
に
よ
り
、
第
七
次
調
査
出
土
資
料
を
観

察
さ

せ
て
い
た
だ

い
た
。

大
阪

・
恩
智
遺
跡

瓜
生
堂
遺
跡
調
査
会

一九
八
〇
『
恩
智
遺
跡
1
』

兵
庫

・
田
能
遺
跡

尼
崎
市
教
育
委
員
会

一九
七
二
『
田
能
遺
跡
発
掘
調
査
報
告

1
』
(尼
崎
市
文
化

財
調
査
報
告
第
七
集

)

兵
庫

・
勝
部

遺
跡

豊
中
市
教
育
委

員
会

一九
七
二
『
勝
部

遺
跡
』
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大
阪

・
亀
井
遺
跡

財

団
法
人

大
阪
文
化
財

セ

ン

タ
ー

兵
庫
・
上
ノ
島
遺
跡

尼
崎
市
教
育
委
員
会

・
尼
崎
郷

土
史
研
究
会

大
阪
・
栄
の
池
遺
跡

岸
和
田
遺
跡
調
査
会

三
重
・
納
所
遺
跡

三
重
県
教
育
委
員
会

愛
知
・
朝
日
遺
跡
群

愛
知
県
教
育
委
員
会

岡
山
・
百
間
川
遺
跡

建
設
省
岡
山
河
川
工
事
事
務
所

・
岡
山
県
教
育
委
員
会

一九八〇
『亀
井
・
城
山
』(寝
屋
川
南
部
流
域
下
水
道
事

業
長
吉
ポ
ン
プ
場
築
造
工
事
関
連
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
報
告
書
)

一九八四
『亀
井
遺
跡
H
』
(寝
屋
川
南
部
流
域
下
水
道
事

業
長
吉
ポ
ン
プ
場
築
造
工
事
関
連
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
報
告
書
皿
)

一九
七
三
『
尼
崎
市
上

ノ
島

遺
跡
』
(
尼
崎
文
化
財
調
査
報

告
第
八
集
)

一九
七
九
『
栄

の
池
遺
跡
』

一九
八
〇
『納

所
遺
跡

(
遺
構
と
遺
物

)』

文
化

財
調
査
報
告
三
五
-

一
)

充
八
二
『
朝
日
遺
跡
H
』

(
本
文
篇

二
)

(三
重
県
埋
蔵

一九
八
二
『
百
間
川
兼
基
遺
跡

1
、
百
間

川
今

谷
遺
跡
-

旭
川
放
水
路

(
百
間
川

)
改
修

工
事

に
伴
う
発

掘

調
査
皿
』

(
岡
山
県
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査

広
島

・
大
宮
遺
跡

広
島
県
教
育
委
員
会

山
口
・
綾
羅
木
郷
遺
跡

下
関
市
教
育
委
員
会

福
岡
・
板
付
遺
跡

福
岡
市
教
育
委
員
会

福
岡
市
教
育
委
員
会

福
岡
市
教
育
委
員
会

福
岡

・
有
田
七
田
前
遺
跡

福
岡
市
教
育
委
員
会

報
告
五

一
)

充
七
八
『
大
宮
遺
跡
第

一
次
発
掘
調
査
概
報

』

一九
七九
『
大
宮
遺
跡
第

二
次
発
掘
調
査
概
報

』

一九
八
〇
『
大
宮
遺
跡
第
三
次
発
掘
調
査
概

報
一

一九
八
一
『
大
宮
遺
跡
第

四
次
発
掘
調
査
概
報

』

一九
八
一
『
綾
羅
木
郷
遺
跡
、
発
掘
調
査
報
告
第

一
集
』

一九
七
六
『板
付

(市
営
住
宅
建
設

に
と
も
な
う
発
掘
調

査
報
告

一九
竺

～
一九
七
四
)』
(
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財

調
査
報
告
書
第

三
五
集

)

一九
葛

『
板
付

周
辺
遺
跡

調
査
報
告
書

四
』
(
福
岡
市

埋

蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第

三
八
集
』

一九
八
一
『
板
付

(
板
付
会
館
建
設

に
伴
う
発
掘
調
査
報

告
書

)
』
(
福

岡
市

埋
蔵

文
化

財
調
査

報
告

書

第
七
三
集
)

一九
八
三
『
有
田
七
田
前
遺
跡

(
有
住
小
学
校
建
設

に
伴

う
埋
蔵
文
化
財
調
査
報

告
)
』
(福
岡
市
埋
蔵
文

化
財
調
査
報
告
書
第
九
五
集
)
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福
岡
・
曲
田
遺
跡

福
岡
県
教
育
委
員
会

佐
賀
・
菜
畑
遺
跡

佐
賀
市

福
岡

・
十
郎
川
遺
跡

住
宅
・
都
市
整
備
公
団

福
岡
・
鹿
部
山
遺
跡

日
本
住
宅
公
団

福
岡
・
北
牟
田
遺
跡

福
岡
県
教
育
委
員
会

佐
賀
・
千
塔
山
遺
跡

基
山
町
遺
跡
発
掘
調
査
団

福
岡
・
赤
井
手
遺
跡

春
日
市
教
育
委
員
会

一九
八
四

『
石
崎
曲

り
田
遺
跡
H

(
中
巻
)
』
(
今
宿

バ
イ

パ

ス
関
係
埋
蔵
文

化
財
調
査
報
告
第
九
集
』

充
八
二
『
菜
畑
』
(佐
賀
県
唐

津
市

に
お
け
る
初
期
稲
作

遺
跡

の
調
査

)

一九
八
二
『
十
郎
川
』

(福
岡
市

早
良
平
野

石
丸

・
古

川
遺
跡
)

冗
七
三
『
鹿
部
山
遺
跡
』

(福

岡
県
粕
屋
郡
古
賀
町
所

在
遺
跡
群

の
調
査
報
告

)

一九
七
九
『
九
州
縦
貫
自
動
車
道

関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査

報
告
』

充
宍

『
千
塔
山
遺
跡

(
弥
生
環
濠
集
落

・
古
墳

・
中

世
墳
墓
の
調
査
)
』

一九八
〇
『赤
井

手
遺
跡

(
福
岡
県
春

日
市
大
字
小
倉
所

在

遺
跡

の
調
査
)
』
(
春

日
市
文
化
財
調
査
報
告

書
第
六
集
)
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